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 一多毛類による真珠貝の

 貝殻病害につい・て

養殖部

 1,まえが琴

 '昭和38年以降1県外老化漁場か・ら・の避難たいLは大手業芦の経営碑模一の拡
 大ということで,鹿帽島湾内でも真珠からぴに真珠母貝養殖業が急速に発展し

 てきたが,母O年秋頃からポリドラによる貝殻病害が発生.し・始め,4エ年夏季

 には。このポllドラによる病審も=主要原因の一つと、みられた真珠貝の大量蜷死
 がみられるにいたり,その後ます夫す多発して業者は重木た衝撃をうけている。
 このポ1〕ドラによる貝殻一病害の駆除対策として,.太田1),水本2),山口3〕,

 毒によってすふめられた「濃食塩水浸漬法」が全国的に普及され実効をあげて

 いるが,実施する時期が適当でたいとかえつ..て逆効果になることも経験的に知

 られており,初年慶の計画として、多発一漁場で'ある鹿児島湾だおける貝殻・病害

 岬節舳消㍗観察い験平水処理の三重㍗遭平し㍗う、し'a3の知
 見をえたので報告する。

 次お・こ㍗は水産業改良普及事業の養殖技術改良試叶麗牛㌧て㍗た
 も9.である。

 2,材料と方法

 観察した材料は鹿黒島畔り・牛根・.甲山・・舛醐島地先夫主体として・
 加や木・谷十のほか畔島湾以㍗の叩二甑鳥・呼坤の海域カ;・らも睡時に
 坤串し.・本試実験室'手持ち帰っ下貝の測零をしてから閉殻し・左右殻署坪内面
 の病徴を貝殻の部位別・症状別哨察し㍍観察け員数は・千早・戸・・個・
 3～峠貝い?9幅で1貝殻の内面部位は水本?方苧(即)午よ㍗ほか
 華状確率は表工㍗雫りザB・C・眺区分{岬叩の続芦陸破
 砕し砕舛宰㍗即・辛体の本≡きさ祥叩舛即興したが二手全準呼の
 取り串レが撃牟・しべ・俸動数.?算定例は僅少であつ衣。
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 表1貝殻内面症状の区分基準

区分 .説

A

 !表面か滑らかで小点状のもの
 B1腫物様隆起の長さが約5燃以下  有機質沈着の瓶積が1滅以下のもの

Cl  〃約5～20榊, 〃  1～2C嘉のもの

Dl  一上言己C以富=の.も一の

 図1　貝殻.内面の部位区分
 3,.緕果と考察

 各地先・月日別の左右殻別・貝殻部位別・症状別の罹病個.所㍗.出現数は。.付

 .表に.示トたと牟り.であ一る.・...

 ㈹季節的た症状変化

 2年貝におけるABGD各症状別の季節酌消長をみると(付表ならびに図

 2・3)・5月末から6.月上旬までは・罹病個所散は平均いソ.・.個で干
 .、㍗クな千・平常岬・㍗・叩」合子みられ千ダ・雫病初期㍗で一
 1あ千4・・雌伏g・も叩岬㌻・.蝉野隆起干.り・箏箪・沈。着の.声?が多・㍉
 ・・L苧岬貝.㍗準11・平行した;O.・1坤状のものも多少予られる.㌧と=は・平年
 秋一挙以降。融戸,れた干。の苧冬秤㌣叩の岬機雫低下で真珠質の分離
 苧ヂ.外チて…回率す・る㍗κ.邸た・かつ午.亭の.と思.われる干.
 .7、峠勾.にナキるキ五、・岬苧?.千.の叩増.し.・舛㌧=・症状のものも讐
 身増加斗1千.一早筆㍗野傾町数・岬㌣・・側近く平なつ七最高・師し・殆
 .んど全部の貝が罹病し千!'㍉、と/岬拳午こl!l.・虫在119孔.ト早殻内面
 まで賢通した直部と思われるム症状6有機耽老薮が急1嬉一与一る,ヒとム,同じ一k
 症状の腫物様隆起や.B症状の隆起数も増大していることで.との頃が大量一



 酌沈痛害発生の時期一を示すものであろう。

 8月上旬では,1見当り曜病数は平均約8個とやふ減少してきているが一。A症

 状の有機沈着数が急減して全然みられなくたるのに反し,A症状の腫物様隆起や

 B症状の有機沈着数が増加し・しかも,病状の進行∴たC症状の腫物群隆起・有機
 質沈潜共に多くたっている。ビーれは前月の有機質沈着したA症状の罹病個所が一

 腫物様隆起・に変化したふめと・さらには有捧沈着のまふB症状へ進行したヒと幸
 示すもので,新規の侵蝕罹病は殆んどなかったもの半思考される・

 その後・11“中旬になると・1貝平均の罹病個所数は約a5個とま†事す減
 少してまいり',..完全に回揮して構病個所ρ認められた∵貞も紳10%の割合で串
 現する程度K乍る微か・病状の進んだCやD症状のものは極めて少なくなり・A

 B症状ρ曄物様隆起が主となるが・これは・8月以降巧おける貝殻.外面からの穿
 孔侵害はごく稀少であったこIとや・?月1中旬頃まで大発字レた群もかなり難死し
 たか.あるいほ駆除されたこと,それに加えて,貝の回壷・が促進されたととを物

 ㌧ぺ1∴:川H一峰山〕
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 図3罹病個所の季節豹変化(100見当り)



 語ってい・ると思う一が,1月下句に.い・たると,約90%近く・の貝がよくたって阜症

 状だけとたっている。

 3年屋の一場合では(付表ならぴに図3,里⊃。4月下旬から・ξ月.初めにかけて

 は、A。遺症状の施物様隆起とC一症状の有機質沈静のD症状の・ものも僅少なが宇
 みられて,平均1見当り8鰯近くの罹病数に義し,・一前年からの疾病が充分回復し

 きれず持ち越された状態であるが,6・月上旬では貝の活力増大も・あって,1貝平

 均5儘内一外と罹病数は減少する。そして,A症状の腫物様隆起が極度にへる偉か

 邊症状の腫物様隆起も少なくたる反面,A.B症状の有機質沈着数がか決り.増加

 してきて,具体にはかたり'の悪影響一を及ぽ.している。

 ・月末たたると・(ド雌伏ク〕ものほ犬養はみられな・いが・五。二・一症状の腫牧
 様隆起と・,A症状あ有機質沈着が急激に増加し,1貝平均・1-3個の罹病個所を数・
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 国4・3年貝の罹病個所数(1貝当り)



 えて最高を示すようにたり,上記した2隼貝の場合と同じょうに貝殻内面に病害

 !1二で魂山寺え大きな山と考えられる'しかし18月下句.ではi貝平均の罹病虫.

 所数は約・個位に漬し・・症状が急坪したがわ1雌伏㍗幽姦隆起が比叩多
 くだるが・'…雌伏ぺ坤行は停止状態と1{ジ新短の穿孔優書は苧んどなく
 疾病ぬ進行はかたり抑えられたようである。これが9月中・匂にい走.ると,1見当

 りの平均罹病個所数は約4個とさら沈減少して'しかも有機質沈着め毛のはごく

 称となつて,貝の回復力がまさってくるが,1月下旬にたる!・∵O,D症妖のも・
 .の似1見当・ら・たくなり,一i貝平均の罹病個所数も約&壬個と最低を示し・秋季一発.生
 は全く・稀であったことを裏書きし'吃いる。

 以上のとおり,2年貝,3.年貝共に6月上旬頃までは諭年擢病あ症状が括続Iさ・

 れ、一部の貝は回・復に向.いつ!・あるが,6身下旬か・ら7月上旬にかけて一、当年発

 生した小型虫群の穿孔侵蝕で椴溝率ふ憲.増し一.最大の被害をうけるよう・にたる。.'・

 しカ1し・・!・月下㍗ら=9月に㍗下は・罹病個所数が滅李し始めると同時ψ二・新
 規のヂ棲複審は極めて舛くア・・㌧幣次回復Lて行たったという傾向をたどって
 いる。これが例年同1二現象Σは考えられないか,9月中衛に観察した罹。病個所の

 虫体は本目当死滅Lていたことや,・1お下旬観琴・したも・のもPoけdoraGiいat邑
 は非常に少なかっ牟こ=と紬らみても・・月岬の幼生群の.貝殻一群は殆んど汰
 .く・9月から1王.月1頃にかけての漁場環境が;ポリドラに何らかの影響,を及ぼし.
 たσゴではないかと思われる。

 水本吐:〕によると,劾生の貝殻への着棲は,夏季。～。月と,冬期1、月～。月
 の2回みられているが,今回の鹿児島湾での調査結果とは必ずしも一致しておら

 ず,6月～ヴ角の1回,大きた出現.の山があっただけで,ごの結果だ竹に限って

 言一えることはユ濃食塩水処理も回琴が少壮くてもよいことに亦る。

 (弓2年貝,3年貝別め穫・病艦.差

 真珠蝕貝は2年目の1・月(・年貝・秋母早)と・・年目の・月(・年貝・春.
 母貝)の2日た分けて取引きされ,真珠養殖業者は,この母貝を購入して挿核し
 更に..ユ～3・千.午聞養殖して真珠生産するのであ・名が,2年貝と3隼貝・との罹病率

 を比飢。て争る・と・図rに示す午苧り越年して・月頃までは・・年貝より・年貝・
 の方が,A,・B,G,n各症状とも・多一く出現して2倍以。上にたる例もみられるが

 当皐産卵一め幼虫樺か大量的セ侵害与る?～8月頃になると大した差はなく泳り,



海潟 福山
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 図5　同時期における2・3年貝別の罹病比較

 図6　貝殼部位別罹病割合(%)



 A症状の腫物様隆起た隈03年貝より2年貝が多くなる場合さえみられる。貝

 が芦いと具師層が薄いから・病害として早目にあらわれると同時に・獲甲率
 も高く'なるのは当粂のことふ思われるカ{・この大量発生群の平底鮒駆畔理
 をしたい限1,秋最貝の取引時期には・相当の貝殻病害の奏生率一として残る苧
 ろうし,また春母貝になると,更に差行してゆく一方断続的新規I着隼も加わっ
 て,た抽悪い結果に杜るものと考えられる。といっても時間の経過にっれての

 累積南な罹病増加は予想

 外に少ないようである。

 h貝殻の部位酌な差異

 観察した全員教の貝殻

 部位別罹病警ロー合をみると、

 図争のとおりである。.2

 年貝の場合は・,腹側縁辺

 部の1部位が約33%で

 最も多.く,次いで約一23

 %を占める中央部の工V蔀

 位が多く.以下血・・皿1

 Vの部位の順一で少なくな

 ゲ.と.くに閉殻筋痩.郡の
 V部位は約手垢とかな。・

 少たい。

 これに対し,3年貝6場

 合は、.中央部のτVの部位

 が和リ%を占めて最も
 多く・約"%の工.の'部
 位がご・れに次ぎ,五一,m'

 Vと.順汝少なくなるが,
 V部位には約8%と.2

 年貝より2倍近く多く出

 現している。そし'て貝殻
 図8　貝殻部位別躍病数の変化(3年貝)



 叩辺部にあたる・I・戸・
 孤の部位には一,腫物様隆起

 がより多く出現するのに反

 し,中央部あW,Vの部位

 でほ,右・機質沈潜のものが

 多.'く卒ってい卵・これは
 外套膜の分泌力の蓬による

 ものであろう.{、

 時期的卒罹病部位の変化、

 は,図7および図8に示す

 どお.り哲1戸午貝刊辛・5
 月下停から月月上旬叶け
 て巳干・甲叩平・が午ず峠
 多くみられる程度でキ均的

 に穫病し,有機質沈着のも

 のが輝.物様隆起午よ.り多.目

 に出現してい今カ㌧7月上

 旬叩ると、・工の部狂の腫
 物様隆起が激増する.倣か。
 各部位とも罹病個所が多く

 だり、皿の部位の腫物様隆

 起とwの部隼の,有機質沈着

 の増加虹つ㍗い.
 月上旬では,〕:の部位の騒

 物様㌣が竿然と㍗く
 出現す呼㌃,叶郡.
 位で`子かな咋千'・ギ
 にiv部位の牟機質蝉の.㍉
 σ・が滅ヒセくるカ1,^ξ月十

 旬には、I部位の腫物様隆  図8貝殻部位別罹病数の変化(3年貝)



 起が半減する一方,他の部位でも減少気味となっている。そして1工月中旬に

 なると一争部位とも有鯛瀦のもちが極めて少な/な一ザ.I二w部乎まで大
 体平均的法罹病個所薮と決り,更に1月下旬になると。I一、亙.Wの・部位・だけ
 に痕跡酌に出現するといった傾向を示している。

 3年貝の場合をみると.晶月下旬てばI=から皿の部位まで大差は抵一く'wの
 部位で虚物様隆。起,有機質沈着の両ガ共多く出現してい一るが。・5月・上旬では'.

 各都偉で有機質決着のものが相当減少してくる。しかし耐見上旬'に・たるとま二一た
 各部位とも有機質沈着の罹病個所が多くだワ,wの部位の罹病数が最高を示し

 ているが・・月下旬に1いたる!各部位キも.そろって多く帥・Iの部位が上位
 を占めるようになるほか・特・に工部位牟腫物様.隆起とw部位ぬ有機質沈着の1も
 のが倍増している。8月下旬になると.V部位を除い.た各部位め罹病数は減少

 し,その=ら1ちでも特に工部位の腫物様隆起と,工V部位の有機質沈着のぷの'が滅

 っている・.一9男中旬では,更在.各部位とも減じ,特に巫。IVの部位・の有機質沈

 着が牛なく一狂plV部≡二位宇除き・本体相似た価現数.とたっているが;・1月下旬次
 いたると・.Iとw部位に多少残っている程度で・他の部位では極めて・少杜く赤
 っていね。

 どのよう.に,2年貝。章年貝とも4月から§月の初Iめ頃までは,.W一あ部位が

 僅かだから・多いが,大体平均的な罹病数を示し,し.かも有機質沈蒲の1もぬか多

 いが・大那午・琴棲する呼一鮒なると部位左も多/む1・と1に工の部位
 に腫物様隆起と亡て=,wの部位に有機質沈潜として多く出現している。そめ護

 8月下旬以降では・各予附とも少グ.㌣るばかりで・有機質沈着め減少千一目立
 っているが・縁辺部てば拝病個所の増減が大きく修復も早いのに対し、中央蔀

 のIV・V部位ではかな。長い坤間に且って疾病状態が続くものと思われ。・どあ
 中央執位の・病害が進行し妄いうちに;一早期に駆除する必要があろう.。

 臼左右岬.の罹病較差
 左右殻別咋畔況をみると1図・のとお!〕・全観察員数ゐ平均では・一・皐

 貝の場合.右殻はa.壬個であるのに対し、左殻は2倍近くの・吐2個一と栂当多く・

 また2雫貝≡でも・右殻がL・1個に対し左殻は倍以上の2.弛個となってハ;ずれ

 二蓑幾‡裏11∴有機㍗着㍗1のの岬割㍗I㍗、
 ニュ0一.



図9左右殻別罹病割合

 これを部年別かると,・年貝では。工からWの部位ま.でいずれも左殻π多く
 出現しているが,Vの部位だけ一1壬右殻の方がまざり,2年貝では',各部位とも
 左殻に多く.しかも2年貝,3年貝とも,工,皿の部位では左右差が著るしい

 が,血,W,Vの部位では大差は認められたい。

 水本も英虞湾で観察して左殻の方が多い結果をえ七おり,その二理由として一三

 者棲初期の基盤として間際の多い鱗片状突起が叢生十雫餌お丑ぴ造業に要如
 浮泥や懸濁物の多く集まる場所で、あり、虫体の棲息撃境として好適法場所'とな

 る走出ているが1今回の調査緒平叶れを立証㌧一でいるLよ1てあ糺
 ㈱場所別による罹病較差

 鹿児島湾内各地先の一1ち・け所だついて比較←てみ手と・図1・・のとザ
 舳る二一…れは・・月上旬㈹いて2年貝を観雫した結果だけを㍗たもの≡で
 時鮒よってあ岬・同十平先手榊する1どこ一ぢによつ蝉'が生卵の
 は当然のこ,と、工・思う一が..ごの時期券,1、当年産郵幼虫講の大量着穣爵期であると
 いう見地から.すると・大I歓の見当はつくよラで.;福山,海潟地先は,加治木,

 谷山地先に比較㌢て“一助牢離㍗1鐸.害・が1軽めて多い一むとを示している㌧しかも福

 一.ユL、÷・



福山

海.潟

加治木

谷山

 図10　7月上旬における地先別、部位別、罹病個所数(2年貝)



 山地先では,・王,亜6部位が;星/3内外・を占めて、るのに即し,海潟地先では、

 各部位とも大差はたぐ,.τV,Vあ一中央部位が比較。的多。いのが特徴的セ,海潟地

 先Kおいては,貝殻病害とし'て長期聞持続するのではないかという懸念か持た

 れる。力1治木地先でlH.の椀谷山地・先・ではwの部位に最も.・よく罹病している.
 か.毛の数は極めて小社く,しかも正一帯貝ほ・谷山地先で約72%.・.加治木地
 先で約33%の比率でみ阜れて,とくに問題にす亭程の罹病で牢な、㍉.牟串・

 他の長。島,奄美大島,甑畠・等の各地先て…は,罹病率が稀少で母・貝取引きσ“・上で

 支障を来たすよう窄事例年ない.ようである。・一

 h躍食塩水処理の時期作ついて

 。貝殻病害を惹起こすポllドラの駆虫方法としての濃食塩水処理は・前記も・L

 たと芦り・実施する時期が適切でた.㌔・と・1貝自体を衰弱させるとか・他峯物の
 蒲生が多くなるとか。あるいはポリ.ドラ加害が璃本する・とい・った逆・効果にたる

 事例が多くみられ、しかも病症の進行したもの∫完全な駆虫は出来たIいことも

 あって,最も効果駒た時期の選定は,相当難かしいごと花'たっている、

 '水本県〕は,仔虫、が貝殻外面に着棲したばかりで,泥管が外部に露拙している
 着棲初期から.貝殻面への侵蝕初期の間に駆除処理を行杜う.ことは1.幼典を早

 期にとら.えて殺虫し.・蝕害の進行を阻⊥』するうえから重要なポイ1ソトと吐り・,
 最も効果的である・とし・ているが,・こ.の見地からすると,鹿児.島湾内においては

 仔虫群が大量的・に着棲する時期ド。今まで記述してま.た結果から、6月上,中
 旬頃と考えられるので,6月中旬から?月上旬頃までに処理するこ、とが・望.まし

 いこ,とにたる。

 しかるに,鹿一児島湾内の特異的た現象と・・して二,フージヅボ・が異状酌一に・大.発生す

 .るが,その時期は前日ヨ6)?〕によると,争O年度では6月上旬から.1O・月中旬

 まセ;41隼度の場合に・は5月上旬から台月中旬にたっており,ポ1〕ドラの駆

 ・除処理率期と全く合致すると・いう最悪の条件!た・つてい・る。事実.,a;のとこ
 ろでは,ごの時期に濃食塩水処理を行たったふめ.,フジツボを大量着生させて

 貝掃除に追われ・■都の貝ほ鑑死し毛川う。事例・があるが,・フジツボ離伽弊
 害よい.・ヂ1ニザラ年即被害一が大,きな'比重油ある昨今においてIは。時期の
 苧定には・、あくま・で=もポ1〕ド.ラ駆除.を優占目標。と・すあ。の・が妥当'で・はないかと一考
 える。この場合。当然フジツボの大量着生は覚悟し壮けれ念た一ら渋いし,その.

 .=μ。



 '{準備.岬.㍗.功ゾ1・トラ紬・坤殻多!跳審棲す燃中に
 竺虫瞭行一な・え戸・・㍗㍗、本畔は拝け叶い麻に・一ポ1]一一ドラ
 呼棲・ギ層蝉㍗㍗!し・幸た・=フ.ジ.ツ緒幽舶減少二する'・一一・・
 月1ま=で蹄ψる午・・畔巧十一る千戸坤呼下で蛾が危摂さ・れ
 ㍗か!1・ζ・卿。1・辛・す二ま†病牢の準㍗㌣て・千鋼蜥可能に近い事
 幣陥る心配もあるので・漁場蜘㍗†1.ラ㍗1・'ポリドラ両種の一浮滞
 4生の出現消長等を調査,検討し七1慎重症.時地法走がな垂虹るべきである・。・

 ・1な!・・今回㍗調雫緕巣㍗∵一!11.1三叫パ紬織害はご
 /浮㍉!岬㍗坤宇群の完全駆虫痢決で料とすれば舳
 後ご郷早誉べいご!叶吉一∴1の叩か毎榊は恩舳
 し1卿雫仰㍗叶戸然2回∵㍗㍗一と∵
 う、ピ干叩仰㍗㍗戸㍗=垂'けた1㌦.
 ㌧婁・.1神。ド.
 ㍗・岬畔雑多爽〆ド戸1号1呼につ∵範㍗
 1弾トて・..野ザ岬な甲よ.ちと'し.た・
 月予即的戸牢竿二琴年再・咋早.・・.年貞ともに・.月叶頃一までIは一・前擁病
 =の餓が.㍗・†貝1エ甲㍗.ふ.あるが・=6畑からゲ月上納
 けて罹病率が急.増し,8月末からg月以降にえる一と..誌加個余の一藩棲.侵.箸は

 宰く㍗..く二㌃グ甲叩㍗.て,いる・

 ・(予一・岬I・岬の罹舛予ぽヅ㍗㍗叶'抽て∵
 ・ll・=7・ツ岬1一大差は㌃之午る㌧
 (ゾ平の部卿苧レ∵年干.・、1一ヤ岬1-1岬で・∫4月から・
 早㍗雫まで…r・.中央廓位が僅ヂ差㌣ヅ・大牢自勺臓激悩
 .㍗㌧二?18叶叶1叩縁誓叩呼嚇隆起立して岬部
 乎岬軍中㍗現十!亨月中㍗㍗㍗減千が
 貝平㍗…㌣干部㍗叩育、咋ある:一.一1'
 (響.甲郡?差平は.12雫㍗、叩ヤ殻㍗畔が辛、'が惰癌稜沈
 潜のもの二出現割合は1右殻の芳か一ま念ポ,縁逝部杜そば左若妻糸著・る亡い一
 が・中央部位で域小差である。一。..
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 (⑥湾内各地先のうら各ケ所の皇年貝について;,地域差を比較してみると。福

 山,海潟地先は,加治木、谷山地先より幼虫群の着穣侵害が極めて多く,海一

 潟地先では中央部位に比較的多いのが特徴的である。

 (?)以上'の観察結果から。魔児島湾内Kお一ける駆虫興理の適期は・フジツボの

 本量鮎の時押と合致するが・ポ1げ9碑霧鮎を鮎目標として・・月中
 旬から一?月上旬が妥当と考えられた。
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漁場観測速報(11月分)

養殖部

       観潤⊥一句値別一構内水成川福山       I最.嵩最'低最・高最一低面取局一最・盤

       上.2ユ.2?2α952ユ.9・1一20.26・2工.o阜

       中一20,3⑪I8.9520-241&ゼ里】9,2王

       下2α351♀1O2α94。一Tj。。。
       一月三均2α6唾1.a66号ユ・00・19、?5}9-68

       鴛責ド5一ユ.ぺ91'一a1・5.一一1.空5一       上1..10135一一α9=6・';

 ○浦内あ1エ月一水温は最高水温あ辛均が2αお吐℃,最低水温の平均が1a6f

 ℃で,月間の最高・水温は・上句の身黒I6一℃・,一最・低水温は中旬の王aO℃で.月間

 の太・温変化は上旬から中旬沈か・浄で一二時低下したが,ま一た下旬にかけて高めを

 示してしり上りの理化をした。前月より=もユ.・5℃以上低くなった。

 ⊂1)水成川てば最南永温の一手二均が21LOO℃,最低水温の平均は1q?5℃。一

 月間=の最高I水・温は'上句の2ま8℃,最低水温は中旬の1&5℃。前月よOも

 1二5」2ぢ低くかザ,1重た,昨年同期よりも低目を示している。

 ○福山の水温は最高最低水温の観測がたされたかったので、戸高真珠で定時観

 ・一測した表面水癌を記した。月間'め'平均水温ほ1い℃でI,最高水温は上句の.

 2-a.1℃,'・最低水温.は下句の1I&0℃であった。.

 ○章段酌には上句から中旬にかけて水温は降下の傾向を示したが一,中旬から下

 旬一・にIか'けては再び上昇し,しり上りの'変化を示した。

 長崎海紅気象台1工月下旬発表の西日本海況旬報によると.今後の海面水温
 は徐々に一下降するもの.と思われるか,陸棚上では気象の影響で金.激に冷え込む

 こともあるから注意が必要だと報告して=いる。

 ̂.ユー一6r



 11月の瓢海況

漁業部.

海況

 1i月上る夫隅海峡で23℃,トカラ列島紅海セ24℃台を示していた表面
 水温も贋調に下降し続け下旬には沿岸,神合域とも1～1-5℃低くたった。た

 お'本県西部沿捧にほ冷・たい水塊去張りだしてい乞のがうか∫われた。

漁況

 近海旋網による各港の総本姦量は3,070毛で先月去ユ0-O屯程上廼った。

 西薩域では了ジがヨ00屯,サつが350屯,ムロが250屯程増加したが反

 対に薩'南海域ではアジ・が200屯。,・サバが300屯程減少した。今月は特に策

 アジ　サバ　ムロアジ　ウルメイワシ　カタクチイワシ._ノ2年
 隻屯ムロ7ジイワシイワツ屯
 大5包.500.亜168.4136.3φ6.7I0.1126,122.6514.7

195.1 阿久根.竺_旦三エ三土6208・8I1・8仙70・O岳0一?22a1柵t

一

心9年186.? 88.95.8 3,810一里I63,965.81 36.6
一

 小計・・川、帆8㈹11…01・α8・・.・舳・・a1・9&9
 枕崎2533購35.?.85.5188,11臥66H.5
 牽木野911,H3.1258.0483.1315.16,721.9209.?

 討^33,184.48078ユ,06王9696.9舳9?4.81.・?I?75一

 枕崎252,2?2-2エ.03qg9舳027男・21、勺65・?
 串木野5色2&3言1&0.23I-623.6舳P6舳6
 阿久根2115.6B9.55721761.富

 言1一一322;811ユ・1,C97全1,248-8手1-2そ・23.43'1・2,318.3・
 枕、崎8岳5ヨ5.8381.61.22,028.β・多、64.9.3

八田網一
 山川710.52.9Z524.8

 フ付山川?553一?10ユ15尾851?ao
 棒受編阿久根2山α1工66.身
129,315.3

曳縄
3.30.2,

411,357?28717?

 一カツオ1073.52i・1・74.1
 一本釣329.26.?I16舳.α0
12137839185.7
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 海旋網船の入港が自立ち了ジ,サバa800毛が水揚された、大川～開聞沖の八

 田網による小アジ,豆アジ主体の漁は先月に引続き漁があった。

 鹿児島湾口あブ11飼付潔は昨年に比べ水揚げほ25屯程少なく余りかんぱしく危

 い。'

 沿岸㍗曳縄漁は叩叩の甲端で'∵、5託始?㍗オが雫漁干あ㍗が・その
 撃余p琴手.続か坤つれ.
 カアオー本手吾㍗岬け岬デ本竿船は、cc㌣小型船は161屯程減
 少した。1統当りの水揚量は大型船は一日1重,小型船は9セである。昨年商期に

 比べると大型船の水揚量はユ.OOO屯種多いが1統当Oの水揚はほぼ同様である

 小型船ほ}統当りの水場で5屯程昨年を上廻った。.

 業務概況・

 1・二・李∴・・場.

 平・=.
 P・一12月I・日～8日海洋揮測ぐさったん)='.一

 リ㍗字1∵、1口1・叶ピ1弾・'.坪1ヅ崎・抑(か率ム・)
 g11署月11ρ'日～ち.5日・・二・漁場魔発調査(さつ.な一ん・.)1

 亨11,1伽1日ん2・6r・・ヨコ叩調査、(.㍗ジ
 字∴;1・・一・;貝・・日・・ヨコ僧!裏表.

塵率=
 σI一≡ノリ.関係・二

 ≒芽イ三クミ対策施肥試験(月間)

一.1,8一



 *一でんぷん廃液培養実験〔第2回目)(11月25日…エ2月6目〕.一
 *栄養剤浸漬培養実験(12月13目～)

 ・.・・ノ.・η呼幣,
 出率.1そ.'1,1川}2目
垂水12月/3日

 。.コ、ン・イ、那
 繭月一に引続き種苗培養中

 ○フジツボ抑制試験.

 1・月n日パーレコーい・1ロン吟の塗料によるアコヤ冴プ・の府溝状況
 を比較。

 ○真珠養髄関係

 漁場観測を大崎鼻卿・日間隔で実施ペラ㍗プ1ヤ1幼竿嚇消
 長を・日毎に㌣プリングしたプランクトく資料から討教
 ○イガイ成長調査

 一肩2回大崎鼻地先の真珠筏に蒲棲したものを採取し,その成長慶及ぴ肥満度

 等を継続調査中。

 ○アワビ採蕾試験

 ・・月・目に産卵誘発させた幼生をパソラーイト〃ク.(・・04)・本ぺ
 ・・老ガラス水槽・本川独ピタ㍗.亭考;一羊一え丑㍗メ水槽・本寺で飼
 育中。・二二二㌧

匿_隻_劃
 ○魚肉カード製造試験

 アジを原料とし・特許法に基づきカードを試作・.熟成法につき検討レえ。
 ヌク1ノオチト.定量試験(継続)

明髄脱色試験(継統)

 ノ;マチ癩製試験(1工月28日～12月I8日実施)

 焼ふぐ一次品製造のため乾燥機使用(12月16日…20自表施・つ・
当月技術相談来訪者

 泉熱利用煮干ひじきについ.て外21名
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 魔二家I
 ○クルマエビ人工配合餌料試験

 11月26日から素干イガミール,煮干イガミールについセ第4回飼育試験

 を実施L,あわせて,簡料保蔵中に.おける=成分変化の状一況を遣体調壷中。

 ○淡水産スジエビ養成就駿

 新三ビ,稚エビ養成を前月卒引続き実施。稚エビはふ化後稗3ケ'月でBL
 ・2I6～29掘確n

 ○水質調査

 有明海氷ノ津沿岸地先12月し9～呈し目

 ハマチ蓄養漁場環境調査牛根12月6日

 海潟12月2.ら日.

 〇九州、山一ロー各県本試ブロ'ックかん水増殖部余に出'席・

 熊本県本渡市1.2月9～'ユ21日=

 §大島分場

 ポ至〕覆
 う.沿岸資源調査(徳之島)

 01カツオ・キ・ピナゴ,ムロ資源調査(北大島)

 ○海洋観測(大島海峡)

匝
 ○月間ムー輸製造のためカロ工場使用(茂野)

 加工場備品整・備=(煮籠,セイロ・修繕)

 ○ウニ歩留調査

聾
 ○餌料生物堵一義継太い。

 ○マベ稚母貝養殖管理

 '一2-O



 §大口養魚場

 OI1月6自池田湖災害復旧計画打合せ(於:本場)

 6貝川内川漁協アユ人工採卵実施打合せ

8日第'2回鹿児島県一義鰯郡会出席

 12日ト“ジ雪ウ棲息・選好試験開始

互3日産児.島県漁民祭開催出席(県体育館)

 飯塚三哉氏の養鰻場診断に出席(串本野,川内)
 15目飯塚三殻氏の養鰻・についての講演会に出席(鹿児島市)

 19・～23日アユのホルモ:/注射に』こる成熟促進試験

 20'目アユ人工採卵指導…現地(宮之城管内)

 21日.草魚空輸(埼ヨ三県.ピコ)

 22帝26日ふ化室のふ化構配置作業,斑路ふ化糖の消鼠採.卵器具

 σ〕補修整備

 2?目ヤマメ発眼卵,米良養鱒場にて受領

 29日川内川河川放流実施「コイ」

 目21・一


